
発達支援セミナー３８              子どものためのあいち AAC 研究所 

読み書きが困難な子どもへの学習支援 

～いま目の前にいる子の「わかった」を目指して～ 

講師：井上 賞子氏 

と き：２０２０年６月２１日（日） 

９時３０分受付開始 １０時００分～１６時３０分 

ところ：ウインクあいち １００１号室（１０階） 

（愛知県名古屋市中村区名駅４丁目４－３８ http://www.winc-aichi.jp/） 

●参加費：８,０００円  ●定員：６０名（完全予約制） 

★午後の時間で、「たしものひきざん」という教材づくりを行います。 

https://maho-prj.org/otetsudai/post-103/ 

（持参いただくもの；細めの両面テープ、はさみ、筆記用具） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催：子どものためのあいちＡＡＣ研究所 

連絡先：春日井市弥生町２丁目１０５－１ 子どものためのあいちＡＡＣ研究所  

代表：中島雅史 

℡/fax ０５６８－８５－４０２０  （http://www.aichi-aac-center.jp） 

＊ 完全予約制です！ 

＊ ホームページから申込みの上、下記郵

便振込口座へお振込み下さい。 

＜郵便振り込み口座＞ 

００８４０－１－６７９２６ 

「子どものためのあいちＡＡＣ研究所」 

＊ 受講票をお送りいたします。 

＊ 受講票を受付でご提示下さい。 

＊ 住所は正確にお書き下さい。 

＊ 読み書きに困難さを抱えているお子さ

んの支援に関わっている方（病院・福

祉・教育関係者）、ご家族も含め、多く

の方を対象とさせて頂きます。 

＜講師紹介＞ 

● 井上 賞子（いのうえ しょうこ）氏 

● 現在、島根県立公立小学校に教諭として在職中。 

● 資格；小学校教員免許、特別支援教育士 

● 著書；「夢見た自分を取り戻す 成人ディスレクシア、

５０代での大学挑戦」（エンパワメント研究所；井上智・

賞子著）。「読めなくても、書けなくても、勉強したい～

ディスレクシアのオレなりの読み書き」（ぶどう社；井

上智・賞子著）。「特別支援教育 はじめほいっぽ！ 算

数のじかん 通常学級でみんなといっしょに学べる」

（学研；井上賞子、ほか）。「特別支援教育 はじめのい

っぽ！ 国語のじかん 通常学級でみんなといっしょ

に学べる」（学研；井上賞子、ほか）。ほか 
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読み書き障害をはじめとした学習支援は、学習の困難さを抱える子どもたちをスペクトラムという視点で幅広

く捉え、理解し、対応することが求められています。対象とされるのは、学習症などの発達障害、さまざまな理

由を背景とした学習遅滞のある子どもたちです。 

 今回、講師としてお招きする井上賞子先生は、島根県の公立小学校で働く現役の教諭です。通常学級の担任を

経て、現在自閉症・情緒障害特別支援学級の担任をなさっています。 

 井上先生は、数多くの研修会に講師として招かれ講演なさっています。先生は、子どもひとり一人にあった教

材づくりを大事にしています。子どもの状態や成長にあわせ、修正したり、新たに作成したりします。その度に、

子どもの中に生じるさまざまな心の営みに触れ、心が熱くなるそうです。教材には、生まれるだけの秘話があり

ます。作成側の思い入れが強すぎるとうまくいきません。子どもの願いと、子どもの中にある未知数の能力と心

の葛藤などと、うまく絡ませることなく良い教材、よい実践は生まれません。どの臨床家も、実感していること

と思います。当日は、先生の手づくり教材を、その秘話とともにご紹介いただけると思います。 

 読み書きに困難を抱えている子どものなかには、就学した頃は読み書きに関心を示せないでいる子がいます。

算数においても、そういう子どもはいます。しかし、そういう子どもは周囲からの教育圧におされて意識しはじ

めますが、身が入りません。その分歪みが生じ、周囲の子どもの読み書き力との差は極まっていきます。学習過

程において好転しない焦りと周囲からの叱責や努力の強要が悪循環を招く場合があります。 

 認知（高次脳機能）に歪みやアンバランスさを背景に生じている読み書き障害は、個別の理解と支援が必要に

なります。型通りの教えや練習では期待した結果は得られません。教える側もそうですが、子ども自身の心にも

学びに対する不信感とともに、自己の能力への不信感も生じ、自分の人生を呪ったとしてもおかしくありません。 

 先生は、このような子どもたちの心と能力の特性に寄り添いながら、読み書き計算の学習を支援しています。

例えば「タブレット端末をつかった読み書きの支援」と題した研修会資料（PDF）がネット上で見ることができ

ます。その中で先生は、読み書きという学習過程で「何が起こっているのか（読み書きの困難さ）」、「何を背景に

生じているのか」を詳細に評価し、「どのような支援が必要なのか」を探し当て、子どもと共に学習環境を整える

ことで、自己肯定感と学習意欲を支えていく大切さを、事例を紹介しながら強調しておられます。 

＜スケジュール（予定）＞            ＜参考になる情報＞ 

９時３０分；受付開始                   http://daishienken.visithp.com/kenkyukai/inou2014.pdf 

１０時００分～１２時００分；午前の研修会（講師紹介含む）  https://maho-prj.org/otetsudai/post-103/ 

１３時００分～１６時３０分；午後の研修会（質疑応答含む）  https://www.youtube.com/watch?v=DCADy3dL2BM 

１６時３０分；研修会終了                  ぜひ、ライブで研修なさいませんか？ 

 

＜アクセス＞ 

◎ＪＲ名古屋駅正面入口からミッドランドスクエ

ア方面へ 徒歩 5分 

◎JR名古屋駅桜通口からミッドランドスクエア方

面へ 徒歩 5分 

◎ユニモール地下街 5番出口 徒歩 2 分 

名駅地下街サンロードからミッドランドスク

エア、マルケイ観光ビル、名古屋クロスコート

タワーを経由 徒歩 8分 

 


